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地
域
の
集
団
接
種
お
よ

び
個
別
接
種
で
、
献
身

的
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

菅
義
偉
総
理
か
ら
は
、

『
国
家
レ
ベ
ル
の
緊
急

事
態
の
克
服
に
向
け

て
、
多
く
の
医
療
関
係

者
の
協
力
が
不
可
欠
で

あ
り
、
日
本
医
師
会
に

は
、
必
要
な
医
師
の
確

保
等
、
接
種
体
制
の
整

備
へ
の
支
援
を
お
願
い

し
た
い
』
と
協
力
を
求

め
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、

菅
総
理
に
『
か
か
り
つ
け
医
の
個
別

接
種
が
機
動
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

全
国
の
地
域
医
師
会
は
頑
張
っ
て
い

る
』
と
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
感
謝

の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
全
国
の
医

師
会
の
先
生
方
に
は
、
希
望
す
る
す

べ
て
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
速
や
か

に
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
改
め

て
絶
大
な
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
。
今
年
、
来
年
は
、
国
政
選
挙

が
行
わ
れ
る
。
日
医
連
は
、
昨
年
九

月
十
五
日
に
次
期
参
議
院
選
挙
の
比

例
代
表
候
補
者
に
、
現
職
の
自
見
は

な
こ
氏
を
組
織
内
候
補
と
し
て
擁
立

日医連 執行委員会を開催

令和３年度交付金支給率を承認、決定

挨拶する中川日医連委員長

中
川
俊
男
日
医
連
委

員
長
挨
拶

執
行
委
員
会
は
、
釜
萢
敏
常
任
執

行
委
員
の
司
会
で
開
会
し
、
は
じ
め

に
中
川
俊
男
委
員
長
が
、
以
下
の
よ

う
に
挨
拶
し
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
す
る
緊
急
事
態
宣
言
は
、
九
都

道
府
県
に
つ
い
て
、
五
月
二
十
八
日

に
五
月
三
十
一
日
か
ら
六
月
二
十
日

ま
で
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
。
私
は
、
四
月
の
記
者
会
見

で
、
緊
急
事
態
宣
言
の
期
限
を
、
日

数
で
は
な
く
、
陽
性
者
の
減
少
や
病

床
逼
迫
度
の
改
善
が
達
成
さ
れ
れ
ば

解
除
す
る
成
果
型
に
す
る
こ
と
を
提

案
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
間
、

緊
急
事
態
宣
言
は
、
具
体
的
な
目
標

も
提
示
さ
れ
ず
、
決
定
打
も
な
い
ま

ま
、
今
回
、
さ
ら
に
延
長
さ
れ
た
。

医
療
提
供
体
制
の
逼
迫
し
た
現
状
を

考
慮
す
れ
ば
、
延
長
に
は
同
意
す
る

が
、
多
く
の
国
民
は
、
度
重
な
る
延

長
に
疲
弊
し
て
い
る
。
政
府
に
は
改

め
て
具
体
的
な
対
応
策
を
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
現
在
、
会
員
の
先
生

方
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
各 　日本医師連盟は、６月１日に新型コロナウイルス感染症対策を踏まえ、テレビ会議

で執行委員会を開催した。「令和３年度交付金」、「参議院比例代表選挙」、「衆議院総
選挙」について審議を行い、承認および決定した。

す
る
こ
と
を
正
式
に
決
定
し
た
。
今

後
の
活
動
期
間
は
お
よ
そ
一
年
間
で

あ
る
。
日
医
連
と
し
て
の
活
動
は
も

と
よ
り
、
都
道
府
県
、
郡
市
区
医
師

連
盟
に
お
か
れ
て
も
、
積
極
的
に
活

動
を
展
開
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
る
」。

ま
た
、
一
部
週
刊
誌
で
報
道
さ
れ

た
四
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
自
見

参
議
院
議
員
の
「
次
世
代
の
医
療
政

策
を
考
え
る
会
」
に
つ
い
て
、「
国

民
の
皆
さ
ま
に
さ
ま
ざ
ま
な
お
願
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
な
か
、

東
京
都
に
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

が
適
用
さ
れ
た
期
間
で
あ
り
、
リ
モ

ー
ト
形
式
で
の
参
加
な
ど
、
極
め
て

慎
重
に
判
断
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
会

員
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
国
民
の
皆

さ
ま
か
ら
も
多
く
の
ご
意
見
や
ご
指

摘
を
い
た
だ
い
た
。
真
摯
に
受
け
止

め
た
い
」
と
説
明
・
陳
謝
し
た
。

交
付
金
は
昨
年
度
と

同
率
に
決
定

引
き
続
き
議
事
に
入
り
、
中
川
委

員
長
が
議
長
と
な
り
、
ま
ず
、
令
和

三
年
度
交
付
金
の
支
給
率
に
つ
い

て
、
今
村
聡
副
委
員
長
が
「
昨
年
度

と
同
様
に
三
〇
％
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
く
、ご
承
認
を
お
願
い
し
た
い
」

と
提
案
し
た
。

審
議
の
結
果
、
令
和
三
年
度
交
付

金
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、
決
定

し
た
。

参
議
院
比
例
代
表
選

挙
、
衆
議
院
総
選
挙
に

つ
い
て

次
に
、
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
、

衆
議
院
総
選
挙
に
関
し
て
、
釜
萢 

常
任
執
行
委
員
か
ら
、
ま
ず
、
参
議

院
比
例
代
表
選
挙
に
お
け
る
自
見
は

な
こ
後
援
会
活
動
に
関
す
る
今
後
の

対
応
案
と
し
て
、「
自
見
議
員
の
人

柄
や
政
策
を
多
く
の
皆
さ
ま
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

配
布
、
サ
ポ
ー
タ
ー
名
簿
の
活
動
展

開
を
必
ず
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。
こ
の
点
を
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。今
回
の
目
標
設
定
は
、

前
回
獲
得
し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
数
七
十

六
万
人
の
三
割
増
し
を
目
標
と
し
、

サ
ポ
ー
タ
ー
名
簿
の
獲
得
目
標
数
に

つ
い
て
百
万
人
と
す
る
」
こ
と
を
提

案
し
、
了
承
さ
れ
た
。
衆
議
院
総
選

挙
に
つ
い
て
は
、「
十
月
頃
ま
で
に

は
必
ず
行
わ
れ
る
の
で
、
し
っ
か
り

交付金について説明する今村日医連副委員

選挙関連について説明する釜萢日医連常任執行委員

（
２
面
へ
）
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標
記
懇
談
会
が
四
月
二
十
二
日
に

都
内
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
福
岡

資
麿
事
務
局
長
（
参
議
院
議
員
・
自

民
党
厚
生
労
働
部
会
長
）
の
司
会
で

開
会
し
、
ま
ず
、
鴨
下
一
郎
国
民
医

療
を
守
る
議
員
の
会
会
長
代
行
（
衆

議
院
議
員
）
が
、「
今
、
医
療
は
危

機
に
瀕
し
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
の

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
な
か
で
、
日
常

の
医
療
、
コ
ロ
ナ
最
前
線
の
医
療
を

し
っ
か
り
と
守
っ
て
い
く
。
こ
の
た

め
に
は
何
を
な
す
べ
き
か
、
先
生
方

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
議
論

し
、
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
を
探
っ
て

参
り
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
続
い
て
、

中
川
俊
男
日
本
医
師
会
長
（
日
本
医

師
連
盟
委
員
長
）
が
、
以
下
の
よ
う

に
挨
拶
し
た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
第
四
波
の
真
っ
只
中
で
大
変
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
。
先
行
解
除
し
た

三
府
県
、
と
く
に
大
阪
は
感
染
者
数

が
大
変
な
伸
び
で
、
三
週
間
遅
れ
で

東
京
も
そ
う
な
る
兆
し
が
み
え
て
い

る
。
我
々
は
緊
張
感
を
も
っ
て
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
生
方
の

ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
」。

次
に
、
政
策
課
題
に
移
り
、
ま
ず
、

医
療
機
関
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
、

猪
口
雄
二
日
医
副
会
長
（
日
医
連
副

委
員
長
）
が
、
日
医
が
昨
年
三
月
以

降
継
続
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
を
、「
入
院
外（
外
来
と
在
宅
）

件
数
の
対
前
年
同
月
比
は
、
昨
年
五

月
を
底
と
し
て
徐
々
に
回
復
し
て
き

て
い
る
が
、
依
然
概
ね
マ
イ
ナ
ス
で

あ
り
、
と
く
に
小
児
科
と
耳
鼻
咽
喉

科
の
マ
イ
ナ
ス
幅
が
大
き
く
、
長
期

に
わ
た
っ
て
受
診
控
え
が
続
い
て
い

る
こ
と
が
窺
え
る
。
一
施
設
当
た
り

医
業
収
入
の
対
前
年
同
月
比
も
、

徐
々
に
マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮
小
し
つ
つ

あ
る
が
、
昨
年
四
月
か
ら
十
月
増
減

額
の
累
計
は
、
有
床
診
療
所
▲
四
百

九
万
千
円
、
無
床
診
療
所
▲
七
百
九

十
一
万
八
千
円
に
達
し
て
い
て
、
診

療
報
酬
や
補
助
金
は
大
き
く
不
足
し

て
い
る
。
医
療
機
関
・
薬
局
等
に
お

け
る
感
染
拡
大
防
止
等
支
援
事
業
補

助
金
は
約
九
割
の
診
療
所
で
申
請
さ

れ
て
お
り
（
申
請

予
定
を
含
む
）、

多
く
の
診
療
所
へ

の
支
援
に
な
っ
た

一
方
で
、
当
該
補

助
金
が
『
十
分
』

と
い
う
回
答
は
全

体
で
一
割
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
診

療
報
酬
に
お
い

て
、
院
内
ト
リ
ア

ー
ジ
実
施
料
や
時

と
支
援
対
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
総
選
挙
に

向
け
た
具
体
的
な
支
援
対
策
の
う

ち
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
活
動
が
難
し

い
状
況
に
お
い
て
、
と
く
に
「
ウ
ェ

ブ
会
議
」
へ
の
参
加
と
衆
議
院
議
員

支
部
長
の
討
議
資
料
の
作
成
な
ど

「
広
報
物
等
に
関
す
る
協
力
」
の
二

つ
を
提
案
し
た
。
最
後
に
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
で
寄
せ
ら
れ
た
羽
生
田
た
か

し
、
自
見
両
参
議
院
議
員
の
挨
拶
を

紹
介
し
た
。
ま
ず
、
羽
生
田
議
員
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

連
し
、「
い
ち
早
く
多
く
の
国
民
が

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
コ
ロ
ナ
対
策
が
進
む
こ
と
が
、
医

療
逼
迫
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
。
今

ま
で
以
上
に
皆
さ
ま
の
ご
協
力
、
ご

支
援
を
お
願
い
す
る
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
自
見
議
員
は
、「
四
月
に
開

催
さ
れ
た
私
の
政
策
勉
強
会
の
件
に

つ
い
て
、
先
生
方
に
大
変
な
ご
迷
惑

と
ご
心
配
を
お
か
け
し
、
お
詫
び
申

し
上
げ
る
。
い
た
だ
い
た
ご
批
判
、

ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
こ
れ

か
ら
し
っ
か
り
と
先
生
方
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
、
緊
張
感
を
も
っ
て
仕

事
に
当
た
っ
て
参
る
の
で
、
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。
現

在
、
厚
生
労
働
委
員
会
の
理
事
を
拝

命
し
て
い
る
。
次
世
代
の
こ
ど
も
た

ち
の
た
め
、
多
く
の
国
民
の
幸
せ
と

福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

も
医
師
連
盟
の
先
生
方
と
一
致
団
結

し
て
、
し
っ
か
り
歩
み
を
進
め
て
参

り
た
い
」
と
述
べ
た
。

日
医
連
常
任
執
行
委

員
会当

日
、執
行
委
員
会
に
先
立
ち
、
テ

レ
ビ
会
議
で
日
医
連
常
任
執
行
委
員

会
を
開
催
し
た
。議
事「
令
和
三
年
度

交
付
金
」、「
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
」、

「
衆
議
院
総
選
挙
」に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
審
議
を
行
い
、承
認
さ
れ
た
。承
認

さ
れ
た
議
事
は
、
そ
の
後
開
催
さ
れ

た
執
行
委
員
会
で
審
議
が
行
わ
れ
た
。

出
席
国
会
議
員

会
長
代
行
：
鴨
下
一
郎
（
衆
）、
幹
事
長
：
武
見
敬
三
（
参
）、

事
務
局
長
：
福
岡
資
麿
（
参
）、
事
務
局
次
長 

：
山
下
貴
司

（
衆
）、
今
枝
宗
一
郎
（
衆
）、
幹
事
：
橋
本 

岳
（
衆
）、 

安
藤
高
夫
（
衆
）、
羽
生
田
俊
（
参
）、
自
見
は
な
こ
（
参
）

間
外
加
算
の
特
例
が
設

け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
特
例
を
『
知
ら
な
か

っ
た
』
と
い
う
回
答
も

少
な
く
な
い
。
診
療
報

酬
の
特
例
を
は
じ
め
、

補
助
金
等
に
つ
い
て
も

制
度
の
内
容
を
行
き
渡

ら
せ
る
必
要
が
あ
る
」と
報
告
し
た
。

続
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
予
算
確
保
に
つ
い
て
、

松
本
吉
郎
日
医
常
任
理
事
（
日
医
連

常
任
執
行
委
員
）
が
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に

よ
っ
て
、
経
済
活
動
、
社
会
活
動
等
、

国
家
の
成
長
を
支
え
る
あ
ら
ゆ
る
活

動
が
、
安
全
・
安
心
な
医
療
提
供
体

制
の
も
と
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今

後
起
こ
り
得
る
新
興
・
再
興
感
染
症

を
想
定
し
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
に

あ
っ
て
も
、
感
染
症
以
外
の
医
療
を

確
保
し
つ
つ
、
必
要
な
方
に
必
要
な

医
療
を
安
定
的
に
提
供
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
へ
の
対
策

に
つ
い
て
、『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
患
者
の
受
入
病
床
確
保
へ

の
支
援
策
』、『
発
熱
外
来
診
療
体
制

（
診
療
・
検
査
医
療
機
関
）
の
維
持
・

充
実
』
を
は
じ
め
十
項
目
に
つ
い
て

新
た
な
予
算
措
置
お
よ
び
現
行
予
算

の
大
幅
な
増
額
を
求
め
る
」
と
要
望

し
た
。

最
後
に
、
意
見
交
換
に
移
り
、
院

内
ト
リ
ア
ー
ジ
の
実
施
料
・
時
間
外

加
算
と
い
っ
た
診
療
報
酬
に
お
け
る

特
例
の
周
知
、
医
療
機
関
・
薬
局
等

に
お
け
る
感
染
拡
大
防
止
等
支
援
事

業
補
助
金
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
、

高
齢
者
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始
と
特
定

健
診
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ

れ
、
閉
会
し
た
。

挨拶する中川日本医師会長 挨拶する鴨下国民医療を守る議員の会会長代行

会場の様子

新型コロナウイルスワクチン接種について
説明する中川日医会長（日医連委員長）

日医連執行委員会

挨拶する自見参議院議員

（
１
面
よ
り
）
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「
国
民
医
療
の
発
展
に
向
け
て
」

参
議
院
議
員 

自
見
は
な
こ 

活
動
報
告

自
見
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

日
本
医
師
連
盟
の
先
生
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
温
か
い
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
推
進
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
重
ね
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行

う
医
療
機
関
へ
の
支
援
の
充
実
を
委

員
会
の
質
問
等
で
繰
り
返
し
政
府
に

求
め
て
参
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
五
月

二
十
五
日
、
一
定
回
数
以
上
の
接
種

を
行
っ
た
診
療
所
や
病
院
に
国
が
支

払
う
接
種
費
用
を
上
乗
せ
す
る
な
ど

の
新
た
な
財
政
支
援
策
が
決
定
し
ま

し
た
。
現
場
の
運
用
、
ワ
ク
チ
ン
製

剤
の
不
足
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
お

声
が
あ
る
と
も
承
知
し
て
お
り
ま
す

が
、引
き
続
き
、必
要
な
支
援
が
適
切

に
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

参
議
院
決
算
委
員
会
質
問

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

五
月
三
十
一
日
、
参
議
院
決
算
委

員
会
で
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。ま
ず
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
会
場
で
余
剰
ワ
ク
チ
ン
が
発
生

し
た
場
合
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

有
効
活
用
が
認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
を

示
す
な
ど
、
現
場
で
混
乱
が
生
じ
な

い
対
応
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
田

村
憲
久
厚
生
労
働
大
臣
に
質
問
し
、

接
種
者
の
情
報
等
を
し
っ
か
り
と
確

認
で
き
る
ケ
ー
ス
は
、
接
種
券
を
持

っ
て
い
な
い
人
で

も
、
住
所
等
に
係

わ
ら
ず
接
種
の
対

象
と
な
る
こ
と
に

つ
い
て
、
周
知
し

て
い
く
旨
の
ご
答

弁
を
い
た
だ
き
ま

し
た
（
参
考
：
事

務
連
絡
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

余
剰
が
発
生
し
た
場
合
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
」https://www.mhlw.

go.jp/content/000784454.pdf

）。

続
い
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
う

医
療
機
関
に
対
す
る
財
政
支
援
で
あ

る
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
新
た
な

支
援
策
」
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し

た
。
本
支
援
策
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
交
付

金
を
活
用
し
た
も
の
で
、
都
道
府
県

を
介
し
て
執
行
さ
れ
る
た
め
、
通
常

は
予
算
案
を
都
道
府
県
議
会
で
通
し

て
か
ら
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
は
通
年

会
期
を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
多
く

の
自
治
体
で
は
六
月
議
会
に
は
間
に

合
わ
ず
、九
月
議
会
ま
で
待
つ
と
、
執

行
が
年
末
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
知
事
の
専
決
処
分
と
す

る
な
ど
の
手
続
が
整
え
ば
、
九
月
議

会
を
待
つ
こ
と
な
く
執
行
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
支
援
を
必
要
と
す

る
現
場
へ
迅
速
に
届
く
よ
う
、
厚
生

労
働
省
と
総
務
省
が
協
力
し
て
都
道

府
県
の
財
政
当
局
と
保
健
福
祉
部
局

に
働
き
か
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
田

村
厚
生
労
働
大
臣
と
熊
田
裕
通
総
務

副
大
臣
に
質
問
し
、
両
省
が
連
携
し

て
迅
速
な
執
行
を
は
か
る
旨
の
ご
答

弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
六
月
八
日

に
厚
生
労
働
省
か
ら
都
道
府
県
・
市

町
村
・
特
別
区
衛
生
主
管
部
宛
に
、

六
月
九
日
に
総
務
省
か
ら
都
道
府
県

総
務
部
宛
に
事
務
連
絡
発
出
）。

そ
の
他
、
六
月
四
日
に
は
、
看
護

師
等
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
担
い
手
を

確
保
す
る
た
め
、
社
会
保
険
の
被
扶

養
者
認
定
に
際
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種

業
務
に
伴
う
医
療
職
の
収
入
を
除
外

し
て
判
定
で
き
る
特
例
が
設
け
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た（
参
考
：「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

業
務
に
従
事
す
る
医
療
職
の
被
扶
養

者
の
収
入
確
認
の
特
例
に
つ
い
て
」

https://www.mhlw.go.jp/stf/
newpage_19044.html

）。
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
適
切
か
つ
迅
速
な
進
展
に

向
け
、よ
り
い
っ
そ
う
頑
張
り
ま
す
。

●
医
師
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

決
算
委
員
会
で
は
、
今
国
会
で
改

正
医
療
法
が
成
立
し
た
こ
と
を
受
け

て
、
二
〇
二
四
年
四
月
か
ら
適
用
さ

れ
る
医
師
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

も
取
り
上
げ
ま
し
た
。
地
域
医
療
の

維
持
と
、
医
師
の
労
働
環
境
改
善
と

い
う
二
つ
の
難
し
い
舵
取
り
が
、
今

求
め
ら
れ

て
い
ま

す
。
医
師

の
働
き
方

改
革
の
実

効
性
を
担

保
し
て
い

く
た
め
に

は
、
タ
ス

ク
シ
フ
テ

ィ
ン
グ
・

シ
ェ
ア
リ

ン
グ
の
さ

ら
な
る
推

奨
や
、
若

い
世
代
で

は
女
性
医

師
の
割
合

が
四
割
に

な
る
と
い

う
時
代

に
、院
内
保
育
・
病
児
保
育
の
整
備
、

短
時
間
労
働
で
の
正
規
雇
用
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
の
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
医
療
に
多

く
の
医
師
を
派
遣
し
て
い
る
大
学
病

院
に
お
い
て
、
適
切
な
労
務
管
理
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
Ａ
病
院
以
外

の
水
準
に
お
け
る
要
件
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
財
政
的
な
支

援
が
必
要
で
す
。
よ
っ
て
、
大
学
病

院
の
教
育
・
研
究
・
診
療
機
能
を
維

持
す
る
た
め
の
財
政
面
も
含
む
支
援

に
つ
い
て
萩
生
田
光
一
文
部
科
学
大

臣
の
考
え
を
伺
い
、
大
学
病
院
に
お

け
る
労
働
時
間
の
実
態
を
把
握
す
る

た
め
の
調
査
研
究
や
、
大
学
病
院
の

要
望
も
踏
ま
え
つ
つ
財
政
支
援
も
含

め
た
支
援
の
あ
り
方
を
し
っ
か
り
検

討
す
る
と
、
踏
み
込
ん
だ
ご
答
弁
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
訪
日
外
国
人
の
医
療
費
に
つ
い
て

最
後
に
、
訪
日
外
国
人
の
民
間
医

療
保
険
加
入
義
務
化
に
つ
い
て
、
Ｅ

Ｕ
の
例
（
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
）
を
挙

げ
つ
つ
、
わ
が
国
で
も
実
施
す
る
こ

と
に
つ
い
て
田
村
厚
生
労
働
大
臣
、

小
野
田
紀
美
法
務
大
臣
政
務
官
の
見

解
を
伺
い
、
田
村
大
臣
か
ら
は
、
医

療
機
関
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
・
問

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
小
野
田

政
務
官
か
ら
も
、
今
後
外
国
人
の
受

け
入
れ
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
う
え

で
大
変
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
お

り
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
ご
答
弁

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

菅
総
理
大
臣
に
質
問

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
に
つ
い
て

菅
義
偉
内
閣
総
理
大
臣
出
席
で
開

催
さ
れ
た
六
月
一
日
の
参
議
院
厚
生

労
働
委
員
会
に
お
い
て
も
質
問
に
立

ち
、
全
国
の
郡
市
区
医
師
会
の
先
生

方
が
行
政
と
の
連
携
の
も
と
で
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
大
変
な
ご
尽
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
し
つ

つ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
い
っ
そ
う
の

推
進
に
向
け
た
菅
総
理
大
臣
の
決
意

を
伺
い
ま
し
た
。

菅
総
理
大
臣
か
ら
は
、
接
種
費
用

の
上
乗
せ
支
援
や
医
療
従
事
者
確
保

の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
お
り
、
引

き
続
き
全
力
で
取
り
組
む
と
決
意
を

示
さ
れ
つ
つ
、
医
療
従
事
者
の
ご
努

力
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
た
い
と
ご
答
弁
い
た
だ
き
ま
し

た
。

●
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て

続
い
て
、
健
康
保
険
法
の
改
正
法

案
に
関
連
し
て
、
現
役
世
代
も
含
め

て
広
く
社
会
を
支
え
て
い
く
全
世
代

型
社
会
保
障
制
度
の
構
築
に
向
け
た

菅
総
理
大
臣
の
決
意
を
伺
い
ま
し

た
。「
こ
ど
も
庁
」創
設
に
も
取
り
組

ん
で
お
り
、
若
い
世
代
の
負
担
軽
減

は
重
要
と
考
え
ま
す
が
、
高
齢
者
の

窓
口
負
担
割
合
の
見
直
し
が
受
診
控

え
や
、
そ
れ
に
よ
る
症
状
の
悪
化
に

つ
な
が
る
こ
と
は
、
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
で
す
。改
正
法
案
で
は
、
長

期
頻
回
受
診
患
者
等
に
つ
い
て
、
法

施
行
後
三
年
間
は
一
カ
月
の
負
担
増

を
最
大
三
千
円
と
す
る
経
過
措
置
を

政
令
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。手
厚
い
経
過
措
置
が
必
要
で
す
。

菅
総
理
大
臣
か
ら
は
、
団
塊
の
世

代
が
後
期
高
齢
者
に
な
り
始
め
る
な

か
で
、
現
役
世
代
の
負
担
上
昇
を
抑

え
て
す
べ
て
の
世
代
が
安
心
で
き
る

社
会
保
障
制
度
の
構
築
は
急
務
で
あ

り
、
健
康
保
険
法
改
正
法
案
に
お
い

て
も
、子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
や
、

予
防
・
健
康
づ
く
り
を
強
化
す
る
た

め
の
健
診
情
報
等
の
活
用
促
進
を
進

め
て
い
く
と
ご
答
弁
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
か
ら
も
、
全
世
代
に
目
を
配

っ
た
改
革
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
て
、
質
問
を
終
え
ま
し
た
。

「
こ
ど
も
庁
」設
置
へ
大
き
く
進
展

山
田
太
郎
参
議
院
議
員
と
共
同
事

務
局
を
務
め
る
「Children First

の

子
ど
も
行
政
の
あ
り
方
勉
強
会
」（
以

5月31日　参議院決算委員会
田村憲久厚生労働大臣（上）
萩生田光一文部科学大臣（左）

Children Firstの子ども行政のあり方勉強会第二次提言概要

こども庁特設サ
イト

「『こども・若者』輝く
未来創造本部」提言

6月1日　参議院厚生
労働委員会

（
４
面
へ
）
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羽
生
田
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

自
民
党
厚
生
労
働
部
会
長
代
理

羽
生
田 

た
か
し 

活
動
報
告

参
議
院
議
員

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状

平
素
よ
り
私
の
政
治
活
動
に
ご
理

解
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
に
続
き
新
た
に
二

種
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
が
特
例

承
認
と
な
り
、
モ
デ
ル
ナ
社
ワ
ク
チ

ン
は
五
月
二
十
四
日
か
ら
東
京
・
大

阪
で
の
大
規
模
接
種
会
場
で
、
ア
ス

ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
ワ
ク
チ
ン
は
国
際
協

力
と
し
て
台
湾
に
無
償
提
供
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

先
生
方
に
は
集
団
・
個
別
に
か
か

わ
ら
ず
接
種
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

六
月
八
日
現
在
で
累
計
千
九
百
三

十
七
万
千
六
百
八
十
五
回
と
い
う
国

内
接
種
の
状
況
で
あ
り
ま
す
。

菅
義
偉
内
閣
総
理
大
臣
の
一
日
百

万
回
接
種
と
い
う
目
標
の
も
と
、
医

療
機
関
や
集
団
接
種
は
も
と
よ
り
、

自
衛
隊
に
よ
る
東
京
・
大
阪
で
の
大

規
模
接
種
、
そ
し
て
職
域
接
種
も
調

整
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
常
の
診
療
、
ま
た
発
熱
外
来
を

行
い
な
が
ら
医
療
機
関
で
接
種
を
行

う
こ
と
は
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
り
、

地
域
医
療
を
支
え
て
お
ら
れ
る
先
生

方
に
は
大
変
な
ご
負
担
を
お
か
け
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、現
在
は「
有

事
」
で
あ
り
国
家
の
危
機
を
打
開
す

る
た
め
の
大
き
な
事
業
で
あ
り
ま

す
。
一
日
も
早
く
通
常
の
診
療
に
近

づ
け
る
た
め
に
も
、
可
能
な
限
り
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

四
月
二
十
六
日
よ
り
実
技
研
修
の

受
講
等
を
条
件
に
接
種
者
と
し
て
歯

科
医
師
が
特
例
と
し
て
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
現
在
臨
床
検
査
技
師
・
救
急

救
命
士
に
よ
る
接
種
も
検
討
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
法
律
の
枠
を
超
え
た

｢

特
例｣

と
い
う
状
態
で
の
医
行
為

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
が
あ
り
、

私
自
身
も
忸
怩
た
る
思
い
が
あ
り
ま

す
が
、
さ
り
と
て
接
種
を
希
望
す
る

国
民
全
員
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
届
け

る
こ
と
は
、
こ
の
国
の
医
療
者
と
し

て
の
使
命
と
責
任
で
あ
る
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

微
力
な
が
ら
私
も
、
国
会
閉
会
後

に
地
元
の
集
団
接
種
に
執
務
希
望
を

出
し
て
お
り
ま
す
。
初
め
て
扱
う
ワ

ク
チ
ン
に
問
診
の
不
安
が
な
い
と
は

言
い
切
れ
ま
せ
ん
が
、
リ
ス
ク
と
ベ

ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
比
較
し
な
が
ら
真
摯

に
患
者
と
向
き
合
お
う
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
私
は
現
在
診
療
を
し
て
い

な
い
の
で
、
時
間
が
許
す
限
り
執
務

に
取
り
組
み
ま
す
。
現
場
を
直
接
知

る
こ
と
で
、
来
年
以
降
の
接
種
と
ワ

ク
チ
ン
確
保
の
あ
り
方
を
議
論
す
る

う
え
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま

す
。現

在
診
療
を
抱
え
る
先
生
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
ご
負
担
は
重
々
存

じ
た
う
え
で
あ
り
ま
す
が
、
可
能
な

限
り
の
接
種
執
務
へ
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
改
め
て
お
願
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
後
に
は
医
療
の
あ
り
方
、

そ
し
て
診
療
の
あ
り
方
等
、
変
え
て

ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多
く
出

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
地
域
医
療
を

支
え
る
皆
さ
ま
方
の
お
声
を
い
た
だ

き
な
が
ら
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

「国民医療を守る議員の会」役員懇
談会にて

「在宅医療推進議員連盟」にて挨拶

社会保障制度調査会「創薬力の強化
育成に関するPT」にて

超党派「適切な遺伝治療を進めるた
めの社会的環境の整備を目指す議
員連盟」総会にて

「不妊治療への支援拡充を目指す議員連
盟」にて

下
、
勉
強
会
）
で
は
、
四
月
十
三
日

に
自
民
党
内
に
菅
総
裁
直
属
の
検
討

機
関
「『
こ
ど
も
・
若
者
』
輝
く
未

来
創
造
本
部
」（
以
下
、
創
造
本
部
）

が
立
ち
上
が
っ
た
後
も
有
識
者
か
ら

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
、
勉
強
会
に

ｗ
ｅ
ｂ
参
加
登
録
を
し
た
地
方
議
会

議
員
百
三
十
二
名
を
対
象
に
、
意

見
・
要
望
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

五
月
二
十
八
日
の
第
十
八
回
勉
強

会
で
は
、
全
国
知
事
会
次
世
代
育
成

支
援
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
リ

ー
ダ
ー
の
三
日
月
大
造
滋
賀
県
知
事

に
「
こ
ど
も
庁
創
設
と
国
へ
の
要
請

に
つ
い
て
」
と
題
し
ご
講
演
い
た
だ

い
た
後
、
第
二
次
提
言
の
取
り
ま
と

め
を
行
い
ま
し
た
。
第
二
次
提
言
で

は
、
こ
ど
も
庁
に
必
要
な
機
能
と
し

て
、
徹
底
し
た
現
状
分
析
、
課
題
設

定
、
解
決
策
設
定
、
実
施
、
評
価
の

プ
ロ
セ
ス
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で

実
施
す
る
こ
と
、
国
の
縦
割
り
府
省

庁
と
子
ど
も
が
居
る
現
場
で
あ
る
市

区
町
村
・
都
道
府
県
を
つ
な
げ
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
愛
育
機

能
（
す
く
す
く
）、育
成
機
能
（
の
び

の
び
）、成
育
機
能（
自
分
ら
し
く
周

囲
と
と
も
に
た
く
ま
し
く
）を
果
た

し
て
い
く
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｄ
Ｂ
Ｓ
（
性
無
犯
罪
証
明
）、

Ｌ
Ｍ
Ｃ
（
産
前
出
産
産
後
の
継
続
ケ

ア
）、ネ
ウ
ボ
ラ（
周
産
期
～
就
学
ま

で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
）、
Ｏ
ｆ
ｓ

ｔ
ｅ
ｄ（
教
育
水
準
監
査
局
）、
子
ど

も
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー（
人
権
機
関
）、

ア
ド
ボ
カ
シ
ー（
子
ど
も
の
立
場
代

弁
・
擁
護
・
権
利
実
現
機
能
）
な
ど
、

諸
外
国
で
導
入
さ
れ
て
い
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
、
検
討
す
べ
き
仕
組

み
と
し
て
提
起
し
て
い
ま
す
（
勉
強

会
の
内
容
と
提
言
全
文
は
、
こ
ど
も

庁
特
設
サ
イ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
）。

五
月
三
十
一
日
に
は
、
党
の
創
造

本
部
で
、
我
々
の
勉
強
会
の
第
二
次

提
言
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
勉
強
会
の
第
二
次
提
言
を
踏
ま

え
た
創
造
本
部
と
し
て
の
政
府
へ
の

決
議
文
も
示
さ
れ
、
六
月
三
日
に
取

り
ま
と
め
と
な
り
ま
し
た
。
創
造
本

部
の
決
議
は
、
我
々
の
勉
強
会
の
提

言
を
受
け
入
れ
た
も
の
で
、
こ
ど
も

庁
の
創
設
に
つ
い
て
も
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
生
ま
れ
来
る
一
人
ひ
と
り

を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、
何
よ
り
の

少
子
化
対
策
に
な
り
ま
す
。
七
月
以

降
に
は
、
政
府
の
な
か
に
「
こ
ど
も

庁
」
創
設
に
向
け
た
検
討
チ
ー
ム
が

設
置
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

「
臨
床
工
学
技
士
を
支
援
す
る
議

員
連
盟
」
第
三
回
総
会

昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
お
い
て

も
、
臨
床
工
学
技
士
が
重
症
患
者
の

Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
管
理
等
に
多
大
な
貢
献
を

し
て
、
そ
の
活
躍
に
大
き
な
注
目
が

集
ま
り
ま
し
た
。

二
〇
一
八
年
五
月
設
立
の「
臨
床
工

学
技
士
を
支
援
す
る
議
員
連
盟
」（
会

長
：
野
田
毅
衆
議
院
議
員
）で
、
私
は

事
務
局
長
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
。

今
国
会
に
お
い
て
は
、
議
連
発
足

以
来
の
取
り
組
み
が
実
り
、
医
師
の

働
き
方
改
革
に
資
す
る
タ
ス
ク
・
シ

フ
ト
／
シ
ェ
ア
を
推
進
す
る
観
点
か

ら
、
臨
床
工
学
技
士
法
の
改
正
が
実

現
し
ま
し
た
。

六
月
二
日
に
議
連
総
会
を
開
催

し
、
厚
生
労
働
省
か
ら
今
回
の
臨
床

工
学
技
士
法
の
改
正
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
推
進
す
る
た
め
の
各
医
療
関
係

職
種
に
お
け
る
専
門
性
を
踏
ま
え
た

対
応
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
検
討

会
、
感
染
症
対
応
を
踏
ま
え
た
第
八

次
医
療
計
画
策
定
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
済
生
会
宇
都
宮
病
院
栃
木

県
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
日
本
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
ｎ
ｅ
ｔ
理
事
の

小
倉
崇
以
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し

て
、「
臨
床
工
学
技
士
の
役
割
と
評

価
に
つ
い
て
～
Ｉ
Ｃ
Ｕ
等
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
重
症

対
応
に
あ
た
っ
て
～
」
を
テ
ー
マ
に

ご
講
演
い
た
だ
き
、
日
本
集
中
治
療

医
学
会
、
日
本
救
急
医
学
会
の
先
生

方
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
活
発
な

意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

医
学
と
工
学
の
知
識
を
併
せ
持
つ

臨
床
工
学
技
士
が
透
析
や
コ
ロ
ナ
重

症
患
者
治
療
な
ど
チ
ー
ム
医
療
の
な

か
で
い
っ
そ
う
活
躍
し
て
い
け
る
よ

う
、
引
き
続
き
し
っ
か
り
と
支
援
し

て
参
り
ま
す
。

6月2日　臨床工学技士を支援する議
員連盟第3回総会

6月3日　自民党『こども・若者』輝
く未来創造本部提言取りまとめ
と、その後の記者会見

6月4日　不妊治療への支援拡充を目
指す議員連盟菅義偉総理大臣への
要望申し入れ

6月8日　明るい社会保障改革推進議
員連盟加藤勝信内閣官房長官への
申し入れ

（
３
面
よ
り
）


